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総務委員会会議録 

 

平成２５年２月５日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時０８分閉議（実時間 ６８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

  （総合計画後期基本計画（案）について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  亀 田 英 雄 君 

委  員  太江田   茂 君 

委  員  笹 本 サエ子 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  藤 井 次 男 君 

 

※欠席委員 成 松 由紀夫 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 企画戦略部長     永 原 辰 秋 君 

  企画政策課長    丸 山 智 子 君 

                              

○記録担当書記     竹 岡 雅 治 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（亀田英雄君） それでは、改めまし

て、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり、定足数に達しましたので、ただ

いまから総務委員会を開会いたします。 

                              

◎所管事務調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査

（総合計画後期基本計画（案）について） 

○委員長（亀田英雄君） 本日は、当委員会の

所管事務調査であります総合計画の策定推進等

に関する諸問題の調査を議題として、調査を進

めます。 

 それでは、総合計画後期基本計画（案）につ

いて、執行部から報告の申し出があっておりま

すので、これを許します。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい。永原企画戦略

部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）企画戦略部の永原でございます。 

 八代市では、現在、八代市総合計画、平成２

０年度から２９年までの１０年間の間の、今年

度は前期計画の最終年度ということで、昨年度

から後期基本計画の策定の作業をずっと進めて

おります。いよいよ後期計画につきまして、そ

の案がほぼまとまりましたので、本日皆さん方

に御報告をさせていただきたいということでお

時間をいただきました。詳細については、丸山

企画政策課長が御説明申し上げますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 丸山企画政策課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）企画政策課の丸山です。よろしくお

願いいたします。では、着座にて説明をさせて

いただきます。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ。資料は皆さ

んお持ちですよね。 

○企画政策課長（丸山智子君） 本日の資料と

して、お手元に事前配付ということでこの後期
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基本計画（案）というのをお配りさせていただ

いておりました。よろしゅうございますか。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。まずこ

の計画案の前に、計画策定の経緯ということ

で、本日机の上にお配りいたしております１枚

物のですね、計画策定経緯と書かれたものをご

らんいただきたいと思います。 

 平成２３年度から、総合計画策定の基礎調査

を行いまして、その結果につきましては、平成

２４年４月１６日の総務委員会におきまして説

明をさせていただきましたので、御承知のとお

りかと思います。 

 その後ですけれども、市内部の策定委員会や

起案専門部会を開催いたしまして、計画案を策

定してまいりました。こちらにございますとお

り、昨年の１２月２７日に計画案の策定に関す

る協議を行いまして、市長決裁を終え、今後の

策定スケジュールのところにございますとお

り、１月１６日に第２回の総合計画策定審議会

――これは外部委員によります諮問機関でござ

いますが、こちらにこの計画案を市長から諮問

をしたところでございます。この間に地域審議

会での意見聴取、パブリックコメント、熊本県

からの意見聴取も同時に行っております。 

 本日の総務委員会でいただきました御意見等

も含めまして、次回、２月１２日の第３回総合

計画策定審議会に諮りまして、２月１９日に答

申をいただく予定といたしております。 

 それでは、計画案につきまして御説明をさせ

ていただきます。 

 全１４５ページにわたります計画書でござい

ますので、今回事前配付をさせていただきまし

た。内容の個別、一つ一つ説明していきます

と、非常に時間がかかりますので、もう既に御

一読いただいているということを前提にさせて

いただきまして、こちらからの説明は概略のみ

とさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 では、計画案の２ページをお願いいたしま

す。 

 こちらに計画の構成と期間ということで図を

掲載いたしております。平成２０年度から２９

年度まで、１０カ年の基本構想がございます。

先ほど部長が申し上げたとおりでございます。 

 その下に前期、後期、５カ年の基本計画を策

定いたしますが、基本構想は議会の議決をいた

だいて定めておりますので、こちらは今回変更

することはなく、この基本構想に基づいた平成

２５年度から２９年度までの後期の基本計画が

この計画案ということになります。 

 その内容といたしましては、３ページにござ

いますとおりです。基本構想に掲げる５つの基

本目標、これらを実現するための方策として、

重点施策、５カ年で取り組む施策、地域の特性

を活かしたまちづくり方針、計画推進の方策と

いう構成にいたしております。 

 では続きまして、それぞれの項目の概略を説

明させていただきます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 こちらからが第２部、重点施策となっており

ます。重点施策につきましては、前期計画から

位置づけを大きく変更した箇所ということにな

ります。 

 ７ページをごらんいただきたいのですが、こ

の１、重点施策の考え方というところで記載い

たしておりますとおり、前期基本計画におきま

しては、重点プロジェクトといたしまして、施

策を横断的に５つのプロジェクトを掲げて推進

してまいりました。 

 プロジェクトの個別の成果につきましては、

例えば活力ある産業プロジェクトにおきまして

は、八代港の水深１４メーター岸壁第１バース

が整備されたこと、それから、人が集まるまち

プロジェクトにおきましては、妙見祭の国重要

文化財指定がなされたといいますことなど、そ
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れぞれ大きな進展が見られたところでございま

す。 

 しかしながら、重点プロジェクトにつきまし

ては、プロジェクトの中に幾つもの事業が入っ

ておりまして、プロジェクト単位での評価が非

常に難しいということと、各基本目標との関連

性につきましても、横断的であったことから検

証から難しいといった課題が見えてまいりまし

た。こういった課題への対応を図るということ

から、後期計画におきましては、将来像、基本

目標の内容に沿った形で重点施策を明示するこ

とでわかりやすい方向性を示すということ、そ

れからまた、総合計画と来年度から本格的に始

まります行政評価、それから、予算との一体的

な連動を推進することという、主に２つの観点

から、今回は５つの基本目標ごとに重点施策と

いう形で設定を行うことにいたしたところでご

ざいます。 

 各基本目標における重点施策の選定につきま

しては、市民アンケートや団体ヒアリングによ

る必要性、前期計画における進捗状況や各部局

の課題をもとにした妥当性、時代の潮流等によ

る緊急性あるいは優先性といった視点から検討

を進めてまいりました。 

 具体的には、市民アンケートにおいて特に期

待の高かった生活環境分野における災害対策の

充実、農林水産業分野における担い手の育成、

商工観光分野における雇用対策の推進など、各

分野におけるアンケート結果をベースとしなが

ら、５カ年における重点の方向性を決定してる

ところでございます。 

 例えば、基本目標の１では、誰もがいきいき

と暮らすまちということで、将来の姿というこ

とで枠囲みの部分を新たに設定しております。

１では、一人ひとりの人権が尊重された差別の

ないまちづくりにみんなで取り組んでいます

と。５年後のイメージをこのように掲げ、その

ための重点施策として、人権教育、人権啓発の

推進、あらゆる分野での男女共同参画の促進と

いった施策を重点施策として行うということ

で、この後、それぞれの基本目標ごとに、幾つ

かの重点施策ということでそれぞれ設定をして

いるところでございます。 

 では続きまして、計画案の１２ページをお願

いいたします。 

 こちらからが第３部、５カ年で取り組む施策

ということで、ただいま申し上げました重点施

策を含むところで、各分野の基本目標ごとの施

策を掲げたものになっております。 

 まず、１３ページ、１４ページをごらんくだ

さい。 

 ここは、基本計画の各ページの見方といった

ものを示したものになっております。 

 １３ページより、上から、現状と課題、基本

方針、施策の体系の後に成果指標を設定いたし

ております。この成果指標は、まず市民にもた

らそうとする成果を数値化してあらわすといっ

たところで設定いたしたもので、今回、成果指

標の設定は初めて行っております。 

 次に、１４ページでございますけれども、市

民にもたらそうとする成果を実現するための取

り組みということで、具体的な施策と内容、そ

のための行政活動の目標として、活動指標を設

定しております。最後に、市民や地域の取り組

みとして、それぞれの役割に触れております。 

 今回、先ほど申し上げましたとおり、成果指

標というものを新たに設定いたしました。それ

からまた、それを実現するための指標としての

活動指標といったものも設定いたしておりま

す。あとは後期５カ年の間、総合計画を推進す

ることで、市民生活や社会に対してどういった

効果をもたらすのか、また、その実現のため

に、行政がどういった活動を行うのか、そうい

ったことをあらわすことに主眼を置いて設定い

たしております。 

 以降、次の１５ページ以降はですね、このよ
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うな形で、第１章から第５章まで、この形式で

記載をさせていただいているところでございま

す。内容につきましての詳細は、先ほど申し上

げましたが、今回は省略をさせていただきたい

と思っております。 

 それでは、こちら飛びまして、１２２ページ

をお願いいたします。１２２ページからが第４

部、地域の特性を活かしたまちづくり方針とい

うことになります。 

 １２３ページをお開きください。 

 ここでは、（２）の地域の設定ということに

ございますが、地域を日常生活圏や歴史的経

緯、地勢、土地利用の状況などを基本にいたし

まして、今後の地域間の連携や地域バランスな

どを考慮して、３地域――西部地域、東部地

域、南部地域に区分をいたしております。今回

は、前期計画策定時も同様にこのような形で地

域設定を行っておりました。ですので、前期計

画のときの設定をそのまま継承するということ

で、特に区分変更等は行わずに、実情に即した

ところの内容の変更等を行っているところでご

ざいます。 

 それぞれのまちづくりの目標と施策の方向性

ですけれども、まず西部地域ですが、１２５ペ

ージにございますが、西部地域につきまして

は、主に平野部で構成されております。２つの

まちづくりの目標ということで、八代の産業を

牽引するまち、それから下の枠囲みの、人が集

まるにぎわいのあるまちを設定したしておりま

す。 

 次に、東部地域です。主に泉、東陽地区の山

間部になりますけれども、こちらでは１２７ペ

ージに設定しております。 

 豊かな自然とふれあい、歴史と伝統が息づく

まち、美しい風景と魅力ある特産品に笑顔が集

うまちといたしております。 

 それから、１２８ページの南部地域でござい

ます。こちらは坂本町、それから二見、日奈

久、高田地域等での構成ということになります

が、ここでは、次の１２９ページに――１２８

から１２９ですね、ございますとおり、清流と

緑、観光資源を活かしたうるおいのまち、若者

が育ち、誰もが生きがいをもって暮らせるまち

ということで、各地域ごとに、それぞれ２つの

まちづくり方針を掲げまして、地域の特性を生

かしたまちづくりを進めるということをうたっ

ております。 

 次に、１３０ページ以降でございます。 

 こちらからが第５部ということで、計画推進

の方策としております。 

 これは第２部の重点プロジェクト、あるいは

第３部の５カ年で取り組む施策、ただいまの第

４部、地域の特性を活かしたまちづくり方針を

推進していくための計画推進の方策ということ

で、計画全体に係る部分ということになってお

ります。 

 １３１ページからが第１章、効率的・効果的

な行財政の運営といたしております。 

 これは、行財政改革を中心に、行政の効率化

の推進、それから財政の健全性の確保といった

観点で、それぞれまとめております。 

 それから、１３８ページからが同じく第２章

ということで、協働によるまちづくりの推進と

いたしております。 

 この中では、情報の共有化、それから市民参

画の推進、協働と住民自治の推進といった柱立

てをつくりまして、それぞれの内容をまとめて

いるところでございます。 

 計画案といたしましては、簡単ではございま

すが以上ということになります。なお、まだこ

の中ではデータ的なもの等は盛り込んでおりま

せんが、最新のデータを入れるということで、

現在、図とか表とかも含めまして、実際の計画

案になりましたときには、こちらも含めたとこ

ろで、またお示しをさせていただきたいと思っ

ております。 
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 では、以上、簡単ではございますが、計画の

概略についての説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（亀田英雄君） はい。以上の部分に

ついて、何か御質問、御意見はありませんか。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。とてもまとま

ってから、いい計画ができたなというふうのを

感じております。ただ、ちょっとわからないの

がですね、せっかくこれをつくり上げるわけな

んですけれども、一般市民に対して、どういっ

た方法でこの計画を伝達ちゅうかな、情報を伝

えていくちゅう考えを持っておられるか、ちょ

っとお聞きしたいと思いますけど。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。この計

画につきましては、本体冊子と、それから概要

版を作成することにいたしております。 

 概要版につきましては、町内回覧という形

で、市民の皆さんに目に触れるようにというこ

とで部数を作成することにいたしております。

それから、もちろん市報にも少し特集という形

で掲載いたしますのと、ホームページには計画

のデータのほうでですね、載せさせていただき

たいと思っております。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 私は、いつも思うと

ですけど、非常にいい計画を立てられるんです

よね。ただ、そういった計画が、一般市民の方

に伝わり、伝わって、自分のものとして伝わっ

ていないというのを、そん感じるとですよね。 

 だけん、今の場合も、例えば言われたよう

に、回覧という形ですよね。回覧ていうのはで

すね、表題だけしか見らぬとですよ。表題ぐら

いしか見らぬとですよね、普通、一般の方てい

うのは。これ、せっかくこれつくってあるんで

すけれども、もっと一般の方が少し内容に食い

込んだのを情報としてやっぱり受け入れるよう

な方法は考えておられないのかば、ちょっとお

聞きしたいんですけど。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） 丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。市のほ

うで出前講座ということで設定をいたしており

まして、そのメニューとして、一項目入れてお

ります。既に新しい計画についてということで

お申込みもいただいてるところでございますの

で、そういった部分もＰＲしながらですね、で

きるだけきめ細かな御説明ができる機会をとっ

ていきたいと思っております。（委員鈴木田幸

一君「はい、わかりました。ありがとうござい

ます」と呼ぶ） 

○委員長（亀田英雄君） はい。ほかに何かあ

りませんか。 

○委員（太江田茂君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、太江田委員。 

○委員（太江田茂君） おはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）それ

では、一言だけ言わせてもらいます。 

 この策定、物すごいいい計画案ができており

ます。できとるけれども、余りにも大ざっぱ

で、さっき言われたように、市民の方は何をこ

としはしよるばいと、何を目的でもってことし

はやるんだというようなことが、いっちょんは

っきりした具体的な案が出てないと。ただ、物

すごういい言葉で並べ立ててはあるけれども、

これを先ほど鈴木田議員も言われたとおり、何

を市民の方に訴えて、浸透させていくのか。本

年度は、仮に本年度は交通安全を重点的にやり

ましょうとか、楽しいまちづくりにするために

は重点的に交通安全をやりましょうとか、いろ

んなそういう具体的な話が必要じゃないんかな

と思うとります。 
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 これだけのページ数にこれだけのいいことば

っかしを載せたやつは、すばらしいものという

のは思うけれども、しかし、これが、先ほど話

に出ておりますように、市民にどれだけ浸透し

ていくのか。もう１回、基本に帰って、八代市

民の皆さん方に、どうすればこれが浸透してい

くのか。ことしは目標を決めるとかなんとか、

そういう具体的な案があってしかるべきじゃな

いかなと思いますので、一応そこら付近な行政

としてはどやんか。 

○企画政策課長（丸山智子君） よろしいです

か。じゃあ、はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい、ありが

とうございます。議員御指摘のとおりですね、

こちらが総合計画ということで、市政全体を取

りまとめたものになっておりますので、総合的

で、非常に内容も広範にあるということと、総

花的にならざるを得ないというところがござい

まして、そこをどのようにアピールしていくか

というところで、私どもも大変苦慮したんです

けれども、今回、先ほども御説明させていただ

きましたが、重点施策という形でですね、その

中でも特に市が力を入れていくものということ

で、今回は初めて重点施策という設定をさせて

いただきました。 

 ですので、その部分についてはですね、重点

的にやっていくんだということをある程度はお

見せできたかと思っておりますが、また個別の

計画につきましては、それぞれの事業ごとに実

施計画なり、また具体的な行動計画のほうをつ

くってまいりますので、その中で明らかにさせ

ていただくということで、総合計画はそれらの

施策の方向性を取りまとめたものということで

ですね、御理解をしていただければというふう

に思っているところでございます。 

○委員長（亀田英雄君） いいですか。 

○委員（太江田茂君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） そういうことでいい

ですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。まあ、そうい

うことで、非常に計画をされた内容というか、

わかります。 

 そこで、これから具体的にね、各部署におい

て決めていくんだというお話ですけど、特に要

望としてですね、申し上げたいのは、私ども、

議会報告会を、１２月議会の報告会をやって

て、ハーモニーホールと、今回、高田と松高と

いうことでやりましたけど、その中に出てきた

のがですね、特に男女共同参画と、それから協

働のまちづくり、住民自治、平成２７年度には

全校区をやるという計画があるようですけれど

も、その際に、役員体制をね、当然各地域で進

めていくという段階に入ってるんじゃないかな

と。こういうときに、ぜひね、そういう住民自

治こそ男女が力を合わせてやっていく、女性の

役割というのもかなり大きいのじゃないかと思

ってですね。 

 そこで、松高校区で報告をさせていただいた

際に、ある御夫婦からですね、ぜひ女性をね、

役員体制の中に入れていただきたい。で、地域

でそのことをね、主張してもなかなか通らない

と。だから、関係の執行部におかれては、地域

で、例えば何名かね、役員体制が決まるとき

に、その中に女性がね、複数出るとか、そうい

う方針を持ってね、指導、援助していただきた

いていうお話が出てきたんです。 

 植柳校区においては６区あるけれども、その

中で、各校区とも２名は女性を入れてください

ということで方針が出て、そういうふうに努力

をして、それが実現してきてるということです

から、ぜひそこのところをですね、関係部局に

お話をしていただきたいというふうに思ってお
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ります。いかがでしょうかね。 

○委員長（亀田英雄君） はい、永原部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。ただい

まの男女共同参画の推進につきましては、１９

ページでですね、基本的な考え方は示してござ

います。市全体として、そういった方針で進め

ましょうということで。 

 今、具体的に住民自治の組織のつくり方とい

うことは、もう既に取り組みを進められてると

ころもございますけども、これからのところは

地域協議会ごとにいろんな取り決めといいます

か、要綱をつくったりとか、中身を協議をされ

てます。その中でですね、きちんとそういった

ものを、うたうべきだというような御指摘だと

思いますので、当然我々もそういった視点でで

すね、おりますので、違う部署でそこは進めて

おりますけども、それはきちんとつないで。行

政としては１９ページのこの基本方針として、

そういったものを進めていくんだという基本方

針を持ってますので、それを具体的にするの

は、今、議員がおっしゃったことだと思います

ので、そういう方向で進めていきたいというふ

うに思っておりますけど。よろしいでしょう

か。 

○委員（笹本サエ子君） はい、お願いしま

す。もう一ついいですかね。 

○委員長（亀田英雄君） はい、どうぞ。 

○委員（笹本サエ子君） もう一つ、安心して

出産・子育てできるまちづくりということで、

今、（聴取不能）中で、いじめ問題が大きく取

り上げられております。 

 そういう中で、これもまた保育士の方から意

見が出たんですけどね、保育士の方の中でも、

軽度の発達障害が見られるお子さんとかです

ね、いろんな、この子は障害があるんじゃない

かなという、専門的に見て、そういう幼児がい

ると。しかし、それを保護者の方に伝えるとい

うことではね、とてもやっぱり抵抗があるんだ

と。どういう反応を示されるかというようなこ

とで。 

 だから、ぜひ八代としてもですね、――それ

がどうしてそういうことを懸念するかという

と、そういう子供たちがずっと成長していく過

程で、どうしてもいじめられる側のね、子供に

なっていく。だから、早く発見をして、早く手

当てをしていけば、これが発達段階になって未

然に改善していける、健康児になっていくのに

なと思うけれども、それがなかなか保育士とし

ては保護者にもきちんと伝えられないと。 

 だから、市として何か、そういう講演会とか

ですね、そういう集まりを、もし、していただ

くような企画があれば、そういう中に保護者の

方を御案内してですね、もしかしたら、自分の

子供もそういう対象児じゃないかなというよう

なことで、専門の医者とかね、相談に行けるん

じゃないかというような、真剣な訴えがありま

した。 

 私もまだ、そういう部分ではまだ不勉強です

から、私自身も勉強させていただきますと言っ

ておりますけれども、こども未来課のね、ほう

にでも、そういう声を届けていただきますと助

かります。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） 永原部長、お願いし

ときますね。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい。ほかにござい

ませんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。先ほど太江田議

員が言われたんですけれども、総花的なやつし

か書けないんですよと、具体的なとこはまだで

すね、書けないというような話されましたけれ

ども、実際に活動指標とかっていうところで、

２３年の実績値から、今度目標値２９年度とい
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うのが掲げてあっとですけれども、じゃ、これ

をするに当たってですよ、各年度で、じゃ、ど

ういったことをやっていくのかと。ことしはこ

ういったことをやりますよと。で、ことしはこ

ういったことをやって、大体ここまで引き上げ

ますというような話の、表であったり、取り組

みの内容であったりっていうのが、今後出る

と、各課によって出されるというような認識で

よろしいんですかね。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、永原部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。先ほど

も前段で申し上げましたように、今回のつくり

方として、いわゆる評価、どうやってきたん

だ、それが次につながっていくと思うんです

ね。今おっしゃったように、じゃあ、次はどう

するんだということを具体的に出てこなきゃい

けない、施策として。そのために、この数値目

標をきちんと掲げさせていただいて、それをも

とに毎年度見直しをしていくという、これはロ

ーリング――実施計画の中でローリングしてい

くんですけれども、その中で、行政評価と、そ

れに基づいた、――決算なんかでもそれを活動

指標というふうにしておりますけれども、それ

と、予算づけ。予算づけの際もどういった方針

で行くんだというもとになるものになるんじゃ

ないかと。そういうことを明確にここでしてき

たというふうに我々思っています。 

 今まで、それが非常にわかりにくかったとい

いますかですね、横断的なものでくくっていた

もんだから、余計わかりにくかったもんですか

ら、今回は重点という形でつくらさせていただ

いて、それをもとにした、もとちゅうか、それ

を基づいた目標値を数字であらわしてるってい

うことでございますので、それが毎年毎年検証

していかなきゃいけないということで、毎年度

その辺は。もうじき予算あたりが出てまいりま

すけども、そういったものできちんと検証され

て、実施されていくというよう形で進めていく

というようなことになるのかなと。その大もと

になるのがこれだというふうに我々は思ってお

りますので、そのように御理解いただければと

いうふうに思います。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。ちょっと、ま

あ、言われる意味はわかったですけれども、何

だろう。観光振興計画とかっていうのがあっ

て、あれも何年度かっていうような中期的なも

ので出されとったですけども、あの中には今年

度はこういったことやりますよとか、こういっ

たことやりますよっていうのは、ちゃんと年度

で区切ってあったんですよね。 

 だけん、今回のこういうやつも、こういうふ

うに総花的に２３年、２９年度までの実績って

書いてあっとですけれども、じゃあ今年度はこ

うする、こうするっていう事業もいろいろ書い

てあるですよね。じゃあ、どうするんだって。

それに対して施策的にこういったことやります

よ、主な取り組みとかって書いてあっとですけ

れども、じゃあそれが、毎年それをやっていく

のか、じゃなくて、じゃあ２９年度の間にここ

の年度でやるのかとか、そういったものがわか

りにくいっていうのがありましたんで、各年

度、これ毎年本当に、もう２５年度からやって

いくのかどうかっていうのが知りたいっていう

のがあるんですよ。 

 主な取り組みっていうのが書いてある、羅列

してあっとばってん、それが本当に２９年度の

間で、２９年度までにすればよかっていう話じ

ゃなくて、もう、すぐに取り組んでいくのかっ

ていうのをちょっとわからぬかったもんだけ

ん、質問をしたところなんですよ。 

 で、やっぱさっき言ったように、今年度はこ

ういう事業をやって、こんだけ引き上げますよ

というか、予算措置もこんだけやるとかってい

うのは行政評価でさすと思うとばってんが、そ
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やんとこもちょっと見えないなというのがあっ

たですよ。 

 で、あともう一つ質問なんですけど。 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） よかですか。 

 目標値っていうのが全部ですね、いろいろ書

いてあっとですけど、個別なところは余り言わ

ぬとですけれども、言いたくないんですけど、

どういうふうに目標値をですね、設定されたの

か、その根拠というのがですね、よくわかんな

いというのがあるんですよね。 

 個別に多分いろいろあっと思うとですけど、

例えばですよ、例えば３８ページのですたい、

何だろう、これ、成果指標のところで、真ん中

のところに表があっとですけど、中学校普通教

室への地上デジタル対応テレビの導入というこ

とで、２９年度の目標が１って書いてあっとで

すよ。何ですか、これっていう話なんですよ。

１って何ですかって。どやんふうに決めたっで

すかっていう話ですよ。個別に見ていくとです

ね、いろんなところでですね、そやんとがあっ

とですよ。 

 例えば、８４ページ、ここは港湾の関係です

よすね。で、活動指標の中で、八代港の促進要

望回数とか、企業訪問件数とかってですね、ふ

やしてあっとですよ、２９年度は。ふやしてあ

っとばってん、じゃあ何でこのふやすのかって

話なんですよ。ふやせばふやしただけいいのか

ちゅう話じゃなくて、そういったところも見受

けられるというのがあっとですよ。 

 あと、何かですね、全体的になんですけど、

市が率先してこういった事業をやるっていうの

じゃなくて、この事業、主な取り組みの事業を

見てみますと、これまでやってきたことが羅列

されとっというふうに私は思うとですよ。よく

見ていくと、ずっとですね。あ、これやっとる

な、いつもやってるよなって、毎年やってきて

るよなっていうのがあっとですけれども、じゃ

あ新たにというのは何かないのかなということ

と、じゃあ今までやってきた事業をプラスし

て、どんだけさらに上積みしていくのかと。鳥

獣対策とかっていう、９４ページに書いてあっ

とですけれども、これ２４００頭、シカ頭数の

ですね、捕獲とかって、これは毎年掲げとるご

た数字じゃなかったですかね、たしか。 

 だけん、そういう何か個別のところが、どん

どんどんどんついていけばですね、いろんなと

こが出てくっとばってん、市が率先して何か上

積みしたとか、そういったものがちょっと見え

ぬとですたいね。今までやってる事業としか目

に移らぬとですよ。 

 で、何かさっき言いなったように、妙見祭の

国指定何とかっていうのは、あれ市が率先して

やったのかどうかっていう、私はそこがちょっ

と疑問にちょっと思うたですよね。 

 そういった、何か周りのところの力ちゅうか

ですよ、そういったものまで取り込んで、市が

何かやったような感じで言われたのが、ちょっ

と私はあんまり気に入らぬだったですけれど

も。どうですかね。 

○委員長（亀田英雄君） ちょっと質問が多岐

にわたっておりますが、この辺で一旦区切っ

て、お答え願いたいと思います。（委員野﨑伸

也君「申しわけない。個別に言うたらいっぱい

あり過ぎて」と呼ぶ） 

○委員長（亀田英雄君） 目標値と根拠。 

○委員（野﨑伸也君） 目標値、まず。どやん

ふうにですね。 

○委員長（亀田英雄君） まず目標値、根拠が

どうか。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） 目標値につき

ましてはですね、もうそれぞれの業務内容等に

よりまして異なっているものですから、ちょっ

と一概に申し上げることは難しいんですけれど
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も、基本的に現状の分析ですね、これまでの実

績、それから必要とされる量あるいは目的に応

じたところで、なおかつ５年間という時間の中

でですね、実現、可能性のある数字設定という

ことでそれぞれで設定してございます。 

 ですので、本来もうちょっと高い目標を求め

るべきであったところもあるかもしれません

が、実現が難しいような数値を掲げても、指標

としてどうかというところもございますので、

数値設定につきましてはそのような基準でです

ね、５年間での必要性のある、なおかつ実現可

能性のある数値というところで設定してあると

ころでございます。 

 それからですね…… 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。何でし

ょう、各部門ごとにですね、いろいろな事業が

あるけんが、総括してからですよ、企画が何か

いろいろっていうのは難しいんだろうというふ

うに思うとですけれど、もう少し精査する必要

があっとじゃなかろうかなっていうふうに思う

ところです。先ほど言いました地デジ対応テレ

ビ、１台っていう、無理な、掲げるのが難しい

レベルの数字なんですか。現実的なのがこの１

台なんですか、市内の中学校に関しては。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい、よろし

いですか。 

○委員長（亀田英雄君） 丸山課長。 

○企画政策課長（丸山智子君） ３８ページの

成果指標のところですね。中学校普通教室への

地デジ対応テレビ、１教室当たりの台数（委員

野﨑伸也君「ああ、そういう」と呼ぶ）という

ことでございまして、１台ということでござい

ます。 

○委員（野﨑伸也君） 各教室に、じゃあ１台

ずつ置くちゅうことですね。 

○企画政策課長（丸山智子君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、じゃあ私

が間違っておりました。申しわけない。 

 で…… 

○委員長（亀田英雄君） どうぞ、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） いいですか。で、何で

しょうね、先ほども言ったですけれども、市が

率先してやるっていうような取り組みという中

でですよ、例えば消防団の関係でいえばです

よ、市の職員さんが今何人入っとるけん、次に

はこんだけ入れるとか、そういった取り組みが

あってよかっじゃなかろうかなって、具体的な

数値も書いてよかっじゃなかろうかなというの

もありますんで。 

 個別にはもう言いませんけれども、もう少し

何か事業内容とかも精査して、何か新規でやる

ような部分、新たな何か、新しいね、これは取

り組み的にっていうようなものがあるような、

この計画にしていただければなというふうに思

います。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、永原部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。御指摘

の部分、よくわかるところです。 

 ただ、これ、行政だけがこれのもとにやると

いうことではないというふうに思っておりま

す。これ、やっぱ、八代市っていうのは、もち

ろん行政が主導していくんですけれども、そこ

に市民の参画というものがあって、一緒にそう

いった目標をクリアしていくっていいますかで

すね、そういった部分も当然出てくるわけです

し、今後、特に市民協働という部分は非常にウ

エートが大きくなっていく。その中で、こうい

った数値目標をクリアに、達成していくといい

ますか、そういったことも当然我々が努力して

いかなきゃいけないことですけども、一緒に参

加していただく努力といいますかですね、そう

いったものでこの目標をクリアしていくという

こと。 

 それと、目新しいものが見えないというよう
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な御指摘もあって、当然、これは前期計画を踏

襲した部分がかなりございますので、何かどう

新しいんだというのは見えにくいのは、確かに

御指摘のとおりかと思います。ただ、この中

で、先ほど言いましたように、実施期間のスケ

ジュールみたいなのが見えてないっていうのが

あるんですけれども、これは実施計画３年間の

中の１年目をこれをするんだという、実施計画

をこれをもとにつくっていきます。その中で毎

年スケジュール辺りも示していけるのも出てき

ますので。確かにきょうのこの資料の中では見

えてませんけども、実施計画を策定する中で、

スケジュールなんかもきちんと管理をしてきた

いし、それをもとに予算化していくとかです

ね、予算とリンクした部分があります。 

 当然、これが毎年度毎年度やれる問題やなく

て、５年間のうちの、じゃあ前３年でやるとか

ですね、後でやるとか、あるいは緊急度とかそ

ういったもので違ってくるんじゃないかなと思

いますけども、そういったもので管理をしてい

くということになるかと思いますので、もう少

し見えるような形を当然していかなきゃいけな

いと思っております。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、ありがとうござ

いました。 

 今言われたように、見えるような形で出して

いただけるというのは非常にありがたいなとい

うふうに思いますし、また、先ほど部長も言わ

れたように、毎年度の行政評価で出していただ

けるというのは非常にうれしいなというふうに

思ってます。もちろん議会でも決算のときにで

すね、それをもとにやっぱ決算もしていきたい

というふうに思ってますんで、ぜひそういった

形で、率先して取り組んでいただければなとい

うふうに思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 また、これ非常に、一般質問になるようなネ

タがいっぱいあって非常にありがたいなという

ふうに思ってます。また今後、ぜひ一般質問の

中で取り組ませていただきたいというふうに思

います。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにありません

か。 

○委員（友枝和明君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 私もこのように立派な

基本計画だと思います。一番大事なのはです

ね、やっぱし市民に見える施策というのが一番

私は大事だと思いますし、できることからスピ

ード感を持ってですね、これが一番私は大事だ

と思う。これだけは５カ年で大変な仕事だと思

います。一番大事なのは、先ほど野﨑議員から

も言われましたように、市民にどうしたあれで

知らせるかということよりも、――それももち

ろん大事ですが、基本計画の中で、できること

からスピード感を持って、これが私は一番大事

だと思いますので、できることからひとつ頑張

っていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにありません

か。はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） １７ページですか

ね。１６ページから始まってますけど、人権文

化の創造ということで、人権が尊重される平等

なまちづくり、これはもう本当に大原則だとい

うふうに思いますが、１７ページに至って、人

権同和というのが、同和っていうのが加わって

るんですね。これは全国的に見ると、同和って

いうのはだんだん外されていってるというのが

言えるんじゃないかと思います。 

 八代は人権同和ということで、かなり大きな

ウエートを占める。予算も使われておるという

ことを感じております。それで、もう少し全国

的な状況もね、しっかりつかんでいただいて、

計画をね、持っていっていただきたいというふ
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うに私は思います。ここで言うことじゃないか

と思いますけど、その要望を担当課に伝えてお

いていただきたいというふうに思っておりま

す。 

 最近の状況を言いますと、埼玉県の本庄市と

いうところは、もう同和予算は全部外したとい

うふうになっておりますので、そういうのが全

国的にずっと広がっているというふうに思いま

す。だからといって、そこが人権を重視しない

ということじゃないんですよね。もっと人権と

いうのは幅広く捉えてやっていこうという立場

に立っておりますので、ぜひ本市におかれまし

ても、全国的な状況もしっかりつかんでいただ

いて計画していただきたいというふうに思いま

すので、要望しておきます。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（亀田英雄君） はい。要望でいいん

ですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（藤井次男君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、藤井委員。 

○委員（藤井次男君） 全体的に非常に、説明

された中で、ようできとるわけですが、なかな

かさっき太江田議員、鈴木田議員、友枝議員、

これ皆さんが言わしたけど、なかなか見えにく

い。そこで、最初５項目に絞ってしてある。 

 そして、地域別まちづくり方針ちゅうところ

の３つ、東部、南部、西部とかつくってあっと

ですが、その中で、何を一番メーンにするかと

いうことを自分なりに考えてみたとき、やっぱ

市民にわかりやすくするためにはですな、やっ

ぱ西部では港を中心とやるとか、そしとしゃが

な、東部では観光を中心にやるとか、それから

西部では豊かな農産物の生産を積極的にやると

か。何か市民にわかりやすい大きな項目をつく

ってですな、それに向かって、やっぱ小さな施

策を打っていくということも、非常に私は市民

の人にはわかりやすいと思います。 

 で、どこの地域をおいても、あれもやるも、

これもやるも、こやんします、あぎゃんします

てしたて、やっぱりかち合う部分があってです

な、明快な、市民にわかりやすい項目を挙げた

ほうが、やっぱり総合計画としては非常にいい

んじゃないかというふうに感じますので、意見

として話をしておきます。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにございません

か。 

○委員（友枝和明君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 今の藤井議員の話との

関連ですが、３点の大きな目標というか、そこ

に重点的にですね、やっぱり各部署の予算編成

にもですね、これはもう生かしていただきたい

と思います。 

○委員長（亀田英雄君） 要望でいいですか。 

 はい、永原部長、（企画戦略部長永原辰秋君

「はい」と呼ぶ）お答えを。予算に反映させて

いただきたいちゅうことなんですが。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。先ほど

申しましたように、これは基本的な考え方を示

したものでございます。これをもとに、個別計

画といいますか、それがこの後に出てくるわけ

でして、そこで予算をですね、予算とのきちん

としたリンクをさせなければ意味がありません

ので、先ほど言いました実施計画という部分の

中でですね、予算ときちんとリンクできるよう

にしていきたいというふうに思っております。 

 今、箇所づけの話も出たんだと思いますけれ

ども、当然その地域ごとにですね、必要な部

分、優先的な部分、重点的、早くすべき部分、

そういったものを精査しながらですね、予算配

分なんかも当然していかなきゃいけないと思い

ますし、この辺はまた市長の施策あたりともリ
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ンクしていく部分ございますのでですね、毎年

度の実施計画の中できちんと精査をしていきた

いというふうに思っております。 

○委員（藤井次男君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、藤井委員。 

○委員（藤井次男君） 今の部長さんが説明さ

れました、後の問題、施策について、小さい作

成については、いつ頃でくるごたっですか。そ

の、いつ頃できますか。子細にわたっての、大

体想像で。そのときはまた説明願えるわけです

か。ただ配って終わりですか。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、永原部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 当然、整理で

きましたらですね、こういった形で御説明をさ

せていただきたいとも思いますし、これがです

ね、予算編成時期と非常にリンクした部分でで

すね、いつ頃整理できるかの、非常に作業的に

は難しいんですが、予算作業が先に進んでいっ

たりとかするところもあるんですけども、基本

的には我々予算を査定する際にも、この総合計

画のどの部分ときちんとリンクしてるんだって

ことは、財政のほうでも精査をいたします。で

すから、総合計画にうたってない部分というの

は、基本的には施策としては出てこないという

ふうに思ってます。 

 ただ、実施計画の中で変更という部分は当然

出てまいりますので、何と言いますか、その辺

で、見えるような形でですね、実施計画のつく

り方とかですね、そういったものをつくりまし

て、御説明をさせていただきたいというふうに

は思っておりますけど。 

 非常にタイムラグが少しありましてですね、

御説明しにくい部分もございますが、特にこと

しは総合計画を先に、基本計画をつくらなんも

のですから、次の年度から次計画という形でで

きてくるんですけれども、ことしは特に見えに

くいのかなというふうに思っておりますけど。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにございません

か。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。今の件ですが、

来年度、個別のやつっていうのは来年度出され

るちゅうことですか。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） ２５年度、―

―あ、済みません。 

○委員長（亀田英雄君） はい、永原部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） ２５年度、実

施計画というのは毎年度の計画ですので、それ

の３年間のローリングという形ですから、向こ

う３年間の分を整理していくというような形で

やらさせていただきたいと思っています。（委

員野﨑伸也君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。一つ要望という

か、意見なんですけど、農業関係の第１次産業

の関係ですよね。８８ページから書いてありま

す。 

 で、見ていくと、まず第１番目にですね、農

業というのが書いてあります。で、その次に、

多分林業ですよね。で、漁業というようなこと

で続いとっとですけれども、これを見るとです

ね、農業関係については非常にですね、ページ

数もそうなんですけれど、非常に具体的に書い

てありますし、国や県の施策等も手厚いという

部分で書きやすいのかなというふうに思いまし

たけれども。林業とか漁業についてはですね、

ちょっと何か手薄だなというような感じをです

ね、受けております。 

 で、あと、農業についてはですね、担い手の

育成というようなことを、全部に書いてあっと

ですよ。農業、林業、漁業について全部書いて

あります。担い手の育成て書いてあっとですけ

れども、農業だけに成果指数というのをです

ね、出してあっとですよ、担い手の。目標とし
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てはですね、担い手をですね、育成というのを

全部３つ掲げてあっとですけれども、農業、林

業、漁業も掲げてあっとですけれども、成果指

標は農業だけしか出とらぬとですよ。こういっ

たところにですね、林業、漁業に対するです

ね、ちょっと本気度というのがですね、余り見

えないなというふうに思うんですよ。 

 もう少し、――これ要望か意見かわかりませ

んけれども、もう少し精査していただいてです

ね、林業、漁業についてもですね、八代市にと

っては非常に重要な産業ですんで、そちらにつ

いてもですね、もう少し手厚いようなところを

基本計画ももちろんですけれども、個別の計画

の中にもですね、ちゃんと入れていただきたい

というふうに思います。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（亀田英雄君） まだ案の段階ですけ

どですね、（｢うん、そうそう」と呼ぶ者あ

り）しっかり取り組んでいただくものと。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） ちょうど今、野﨑さ

んの意見でね、はっと思ったんですけど、せん

だって、やつしろハーモニーホール市民ホール

で、熊大の先生たち、教授、助教授といいます

か、研究の発表会があっておりました。で、肝

心の八代海の再生といいますかね、このことに

ついて、非常に熱心にあってたんですけど、非

常に参加者が少なかったっていうですね。行政

の方も非常に少ないんじゃないかなというふう

に思ったんですね。だから、果たしてああいう

のは行政のほうには要請はなかったのか。もっ

とね、八代海のことでされるんだから、もっと

みんながね、関心持ってますよということにな

ると、研究者も非常に元気がついていくし、さ

らにまたね、研究重ねていこうというふうにな

っていくんじゃないかと思ったんですね。 

 だから、ぜひその辺りもですね、もう少しき

ちんとした対応を行政としてもやっていただき

たいと。で、これから、私はやっぱり球磨川の

再生、八代海の再生、有明海、私は大きな宝を

八代は持ってると思ってますので、そこに向け

たいろんな企画については、きちんとキャッチ

してね、そして行政の方も参加するし、市民も

参加できるような、そういう状態をやっぱり積

極的につくっていくべきじゃないかなというふ

うに思いましたので、一言要望や意見として申

し上げときたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにありません

か。 

 なければ１つ。二、三、私のほうからお尋ね

したいと思います。 

 市民への連絡、周知というお話は何回か委員

のほうから出たんですが、まず職員のですね、

意識の共有化という部分について、どう……。

これが一番大事と思うとですたい。職員は自分

のところは知っとるけれども、ほかのところは

知らないというのが大方だと。その辺もぜひ進

めていただきたいというふうに思いますが、そ

の点についてはいかがでしょうか。 

 ああ、すいませんね。部長、私は二、三あり

ますけん、最後に答えていただけますか。 

 あとですね、１章と２章のボリュームの差と

いうもの、これは何だろうかというふうに思い

ました。協働によるまちづくりの推進と、で、

住民自治を今から推進する中で、これが２章が

余りにもボリュームが少ないのじゃないかなと

いうふうに思いました。 

 で、あと１点。前回、山口市と周南市に視察

に行ったんですよね。そこで、行政評価という

部分で、周南市では施策についても評価を行う

というような取り組みをなさっておりました。

施策についてということになると、この部分ま

で入ってくるんですよね。それについて、どの

ように考えになるか、あと、八代市の取り組み
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はどうなされるかについて。 

 もう、あとは再質問はしませんので、その３

点について、ちょっと聞かせてください。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 委員長。 

○委員長（亀田英雄君） はい、永原部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。まず１

点目の職員の意識ということですが、２３年度

にアンケートをいろいろとりまして、職員のア

ンケートもとりました。これは御説明しており

ますけれども、おっしゃるとおりに職員の意識

が非常に低かったという現実がございました。

こういったものがあるというのを知らない職員

もいたというのが、非常に恥ずかしい話であり

ました。我々のバイブルなんですね、行政を進

めるための。それを知らない職員がいるという

のは言語道断と私は言ったんですけれども、そ

ういうことで。 

 ただ、つくり方自体は確かにわかりにくい部

分があったので、普段の自分の仕事の中で、こ

れはどうつながってるんだということがわかり

にくかったという部分もあるんだと思います。

予算化にしても、どの部分とつながってるのか

つうのもわからずに仕事してるっていう部分も

あったりとかですね。そういったこともあった

もんですから、今回つくり方を少し、視点を変

えてですね、やってみたということで、毎日の

行政活動の中で、どの部分がこの総合計画にう

たわれてるんだということをわかるような形、

それが評価という形できちんと評価をする、そ

れが次につながっていくというような形につく

りかえていったというのが大きな……（委員長

亀田英雄君「ずっと、つながっとっとだいけん

ですね」と呼ぶ）はい。というところが、今回

の大きなポイントです。 

 ただ、おっしゃるように、意識が上がらない

ことには、これに基づいて仕事をやってるんだ

という意識をですね、上げる努力をしなきゃな

りませんので、こちらいろんな部分を通じてで

すね、研修あたりも。特に今まで総合計画の研

修というのをなかなかやってこなかったという

のは確かにございますので、意識改革といいま

すか、そういったものを当然やっていかなきゃ

いけないし、前回のアンケートみたいな恥ずか

しい結果が次出ないようにですね、当然やって

いかなきゃいけないのかなというふうに思って

おります。 

 当然、行政が知らないのを市民の方が御存じ

なわけないと思っておりますので、その辺はき

ちんとやっていかなきゃいけないと。 

○委員長（亀田英雄君） ぜひお願いしときま

す。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） それから、す

みません、１個飛びまして、評価の話なんです

けれども、評価には幾つかのパターンがござい

まして、今やろうとしてるのは事務事業評価、

実際やってるものを評価しようということ。そ

の次の段階として、施策の評価で、行政評価で

すね、それから政策評価と、いろんな段階で評

価のやり方があるかと思います。 

 我々が来年度からやろうとしてるのは事務事

業評価を、――今、数を少なくしてますけど、

基本的には全事業やろうというふうな基本方針

を持っております。そのために今準備を進めて

おるんですけれども、その次の段階として、行

政評価、施策評価ですね、そういったものにも

取り組んでいきたいというふうに目標持ってお

りますので、今おっしゃったように、（委員長

亀田英雄君「次にですね」と呼ぶ）次の段階と

しては、当然総合計画に即した評価といいます

か、個別事業じゃなくてですね、施策としての

評価あたりも取り入れていきたいというふうに

思ってるところでございます。 

 それから、第１章と第２章のボリューム差と

いうことですが、第２章については、これ市民

と協働してやるっていう部分ですかね。（企画

政策課長丸山智子君「はい、そうです」と呼
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ぶ）ですから、第１章については、行政全体の

総花というか、いろんな事業がこれに盛り込ま

れておりますので、当然ボリュームというのは

大きくなってるのかなということだと思いま

す。 

 第２章については、市民と一緒に進めるため

にはということで、まちづくりの推進という形

でやるという分ですから、ページ数的には確か

にボリュームは少ないのかなというふうに思い

ますけども、決してそれをどっちが重要だとい

うようなことではなく、当然両方重要な施策だ

と思っておりますので、その辺御理解をいただ

ければなと思います。 

○委員長（亀田英雄君） はい、了解しまし

た。 

 ほかにござませんか。 

○委員（太江田茂君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、太江田委員。 

○委員（太江田茂君） はい。いろいろ話の出

ましたけれども、私自身思うことに、余りにも

役所が縦割り行政になってしまやせぬかと。

今、建設課は何しよっとかって、おら知らぬ、

おら建設課じゃなかもんというような考え方。

これは例えば建設課のことを頭に出しましたけ

れども、それは全ての中において、うちが４０

０名近くの職員がおります。この職員が、今ど

んくらい、今、何に従事して、どやんしたふう

な仕事をしよんのか。もちろん、知らぬでもよ

かかもしれぬばってな、市が目標としているの

は、市民の幸せを考えたところの行政のあり方

だから、それは縦割り行政じゃなくて、みんな

がそういうことを考えるような職員になってい

ただきたいと。それをうちの総務課あたりがそ

ういう指導をしていってもらいたいと私は思う

わけ。やっぱし、これから全ての問題がそうい

う問題にかかわってくるだろうと思います。 

 私は、なん、あそこは私は担当じゃないけん

知らぬもんじゃなくて、ああ、そやんですか、

なら、そこの問題は誰かれに聞いてみんならば

わかるばい、どやんしたふうに進むんなら始ま

るばいというふうなことで、もうちっと職員で

すね、４００名が仲良く、八代市民のために何

をせなんかを考えていただきたいと、かように

思います。どうぞひとつ、今後ともよろしくお

願いします。 

○委員長（亀田英雄君） はい、永原部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。議員御

指摘のとおり、我々の行政の仕事つうとは、市

民サービスが第一でございます。そのために職

員は仕事してるわけでございます。 

 それと、最近の仕事といいますのは、確か

に、例えば建築、建設土木サイドの仕事とかい

ろんな仕事は、そこだけで完結する仕事という

のは当然ございますけれども、最近は複合的と

いいますか、連携をしなければできない仕事、

かなりたくさん出てきております。そういうこ

とで、いろんな分で今プロジェクトっていいま

すか、横断的な組織をつくりながらですね、い

ろんな部署から集まって、これはどうしよう、

ああしようということを検討しながら、今、進

めていくような形を取っております。 

 特に部でいうと、次長を中心としてですね、

次長会がしょっちゅう集まりまして、１つのテ

ーマでいろんな意見を交わしながらですね、じ

ゃあこれについては、ここでこうやろうとか、

連携してやろうとかいう議論を今させていただ

いておりまして、そういう形で、当然縦割り行

政の弊害をなくすという形でですね、現在も取

り組んでおりますけれども、さらにそういった

ものを、縦割りでやるんじゃなくてですね、市

全体として、市職員が全体として市民サービス

に取り組むんだという意識を植えていかなきゃ

いけないと思っておりますので。 

 これは職員研修あたりでも、当然、今、人財

育成課、名前も人財育成という形で人財育成に

変えておりますけれども、職員研修あたりもそ
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ういった取り組みを、――既にやってはいます

けれども、さらにやっていきたいなというふう

に思っております。 

○委員（太江田茂君） では、もう…… 

○委員長（亀田英雄君） 太江田委員。 

○委員（太江田茂君） はい。例えばの話しま

すが、日本一あいさつ運動でも何でも同じです

よ。最初はえらい意気込みで、挨拶運動を日本

一やろうじゃなっかちゅうて始まったやつが、

もう今や３カ月もせぬうちに、だんだん消えて

いきよりゃせぬかなと、そやんした感じも受け

るわけですよ。そこら辺を、もうちょっと職員

そのものも、また我々市民にも、ぴしゃっとし

たところの、今、八代市はこぎゃんとしよりま

すもんなというようなことで、やっぱやっても

らわなくちゃ、せっかく輝かしい目玉を決めて

も、それが曇ってしまやせぬかなと、そやんし

とっていうのが多々ありますので、今後は本当

にやっぱし、皆さんが御苦労とは思いますけれ

ども、やっぱしやっていかにゃんいかぬ、やら

にゃならぬということは、やってもらわないか

ぬとですよ。 

 以上です。 

○委員長（亀田英雄君） はい。よろしくお願

いしときます。 

 ほかにございませんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（亀田英雄君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。すいません、ま

たちょっと思いついたっていうか、あったもん

ですけん、ちょっと聞きますというか。 

 耐震の関係とかですね、安心・安全とかって

いうようなところに掲げられとっと思うとです

けど。あとスポーツの関係というようなところ

でですね、耐震の関係では、当然この市役所も

入ってくると思うとですよ。で、スポーツの関

係で行けば、全国規模の、そういったレベルの

ものをつくらぬといかぬという話もあるんじゃ

なかろうかなというふうに思ってます。 

 で、市民に対して一番わかりやすいというか

ですね、いろんなところで整備はしていかぬば

んというような、何というか、抽象的な書き方

はしてあっとですけど、具体的にですよ、計画

というようなことであれば、何年までにつくり

ますとか、そういったどでかいものばどーんと

出されぬとかなと。それが市民に対して一番わ

かりやすい。市民の人たちもですね、非常に関

心事なんですよ、やっぱりそういったものは。

県南運動公園ができればなという話もみんな知

っとんなんです。八代市のこの市役所というの

も、防災機能ないよねって。来たときどやんす

っとやろうかと、いつ建てかえっとだろうかっ

ていうのは非常に関心事なんですよ。そういう

関心事に対して、目標年数をきちんと決めてや

って、ここまでにやりましょうとかっていう目

標を掲げてやっとが一番総合計画として、そう

いった部分については浸透しやすかじゃなかろ

うかなとは思うとですけれどもね。まあ、財政

的なものもあって、なかなか具体的に年度を書

けないというのはあっとかもしれぬばってん

が。そういった、何年度までやろうと、つくろ

うとかですね、そういったものを。 

 じゃあ、そのために市民の方に対しては、例

えばスポーツ施設に対してはですよ、みんなで

そういった機運を高めていこうとか、例えば署

名でもやろうとかっていう、やりましょうと

か、そういった具体的なところまで書いていけ

ばいいんじゃないかなというふうに私は思った

ですけれども、どやんでしょう。書けぬとです

かね。具体的な年数というのは。 

○委員長（亀田英雄君） 永原部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） はい。確かに

おっしゃるとおりに、具体的にいついつまでに

何をつくるっていうのがですね、書ければです

ね、非常にわかりやすいってのはあると思いま

す。ただ、おっしゃったように、それの裏づけ
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されるものがきちんと、例えば財政的なものと

かですね、予算的なものがきちんと裏づけでき

なければ、これになかなか書きにくいというも

のがございます。それがきちんと今できてない

から書けてないという現状もあると思うんです

よね。 

 例えば、庁舎の建てかえ、当然もう建てかえ

なきゃ、――建てかえっていいますか、耐震な

いっていうのは出てますので、どうにかしなき

ゃいけないということです。当然、じゃあ、い

つまでやるんだっていう議論を、今まだされて

ないのが現実です。ですから、もうそろそろ始

めていかなきゃいけないというのは我々の中で

は、もうプロジェクトまでつくってスタートし

ようやというようなことは議論をいたしており

ますので、２５年度からそういったものが出て

くるのかなと思っております。 

 ただ、そういった議論を経て、じゃあ幾らぐ

らいかかるんだとかですね、そういったものが

精査されないと、なかなかいついつまでに、幾

らぐらいの、どの規模でつくるっていうのは、

なかなか出せませんのでですね、この総合計画

の中では、まだそこまで議論し切ってないとい

う、現状では出されてないというところだと思

います。 

 それから、スポーツ施設にしても、目標とし

は文言では書いてございます。非常にぶわっと

した形ですので、じゃあ、それを具体的にどう

すんだというのが、先ほど言いましたように、

実施計画で年度計画をつくっていくっていうの

がこれからの作業だと思います。 

 この中でそこまでうたい切れればですね、非

常にわかりやすいのも事実だと思いますけど

も、なかなかそこまで詰めていき切れてないと

いうのが現状でございます。財政的なもの含め

てですね、あると思います。 

 御承知のように、今、我々は環境センターと

いう大前提がございます。もう１つは学校耐震

というので、とにかくやらなきゃいけないとい

う大前提がございます。財政投資としての経費

のほとんど、それに今使っているような形にな

ってますので、今の財政力の中で、どこまでど

うできるのかっていうのがですね、もっと精査

していかなきゃいけないのかなと。 

 ただ、やっぱしやらなければいけないことは

やらぬばんわけですから、その中でやりくりす

る。そのためにはやっぱし行革といいますか、

これは市民の皆さん方にもお願いする部分、当

然出てくると思うんですね。痛みといいます

か、そういうのが出てくるかもしれませんけど

も、そういったことをやりながらでも、やっぱ

し達成しなきゃいけないことっていうのは当然

出てくるわけですから。そこはやっぱし、先ほ

ど言いましたように、実施計画の中で、もう少

し具体的にできるように詰めていかないけない

かなというふうには思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（亀田英雄君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。まだ事前段階が

できとらぬけんが周知できない、目標として掲

げらぬとですよねていう話だったと思うとです

よ。で、何て言うかですね、先ほどもいろんな

議員の方、どうやって周知するのって話があっ

たですけれども、八代市がですね、今度２５年

度新たに総合計画後期基本計画っていうのを出

しましたっていうようなニュースが載れば、新

聞とか報道とかですね。それが載るか載らぬ

か、それは載るのがいいのか悪いのかってなっ

かもしれぬですけども、そういったぐあいにア

ピールできるような内容を載せるには、やっぱ

りそういった目新しいものだったり、ああ、八

代市はこういった基本計画を出して、市の庁舎

は何年までつくるというのを掲げてましたねっ

ていうような、そういったものがないと、やっ

ぱなかなか周知というのは難しいのかなってい

うふうに思ったんで。若干そういったところが
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あればですね、よかったのかなというふうに思

ったっですけれども。 

 今、部長のほうからはそういったですね、今

後に向けて、いろいろ力強いことも言われまし

たんで、期待をしたいなというふうに思ってま

す。市民に対しては、やっぱりそういったアピ

ールポイント、そういったのが載ってるんだろ

うというふうに、だけん読んでくださいねと言

えるようなものがあればよかったかなと思いま

したんで。はい、意見ですね。 

○委員長（亀田英雄君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） ないようでしたら、

以上で、総合計画後期基本計画（案）について

終了したいと思いますが、実際きょうの会議ど

うなるか、心配しとったですよ。そん中でもで

すね、各委員さんより貴重な意見をいただいた

というふうに考えておりますので。まだ案の段

階ということで、どのように反映されるかは執

行部のほうで検討されてですね、それぞれのい

い部分を取り上げて、どうにか反映していただ

きたいというふうに考えておりますので、どう

ぞよろしくお願いしときます。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（亀田英雄君） はい。なければ、そ

れでは以上で、本日の委員会の日程はすべて終

了いたしました。 

 総務委員会を散会いたします。 

（午前１１時０８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２５年２月５日 

総務委員会 

委 員 長 

 

 


